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4,561,165合計金額
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要旨 

「福島に生まれて、福島で育って、福島で働く。福島で結婚して、福島で子ども

を産んで、福島で子どもを育てる。福島で孫を見て、福島でひ孫を見て、福島で

最期を過ごす。それが私の夢なのです」  

この言葉は、全国高校総合文化祭（ふくしま総文）の創作劇で、会津若松ザベリオ学園高三年

の菊地麻由さん（１７）が担当したせりふである。また、野田首相の所信表明演説でも引用され、

一躍有名となった。私たちがこのレポートで伝えたいこと、そしてストックリーグを通して実現した

かったことは、まさにこの言葉に込められていると言っても過言ではない。 
東京電力福島第一原子力発電所の事故で発生した放射能汚染被害により、福島県民の健康

が甚だしく脅かされている。福島に住む母親はわが子の将来にわたる健康を心配し、養う家庭の

あるものは自身の健康が心配でも簡単に福島を離れることはできない。しかし、福島県に安心し

て暮らし、将来ある若い世代が福島県に住み続けられることがこれから復興していく「福島」には

最も必要なことであると考えた。こうした考えから本レポートでは“医療”をテーマに福島県民がど

んな病気になっても安心して医療を受けることができ、さらには病気を予防し健康的な生活を送

ることができる、今後の福島県に必要な医療技術をもつ企業に投資をした。 
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はじめに 

1-1 福島県の現状 

2011 年 3 月 11 日に起こった東日本大震災から 10 ヶ月が経とうとしている。私たちの住む福島県では

地震直後の津波に加え、東京電力福島第一原子力発電所で発生した原発事故という二重の被害にあっ

た。特に原発事故は未だ解決しておらず、その被害は深刻の度合いを増している。世界には

“Fukushima”としてその名が知れ渡っているが、実際の福島の現状について本当に理解されているのだ

ろうか。原発の状態には関心が高いが、福島県の放射能汚染被害の状況については徐々に関心が薄くな

っているように見える。現在、幼い子供を持った母親の中には逃げたくても金銭面で県外に出ることができ

ず、毎日放射能汚染と闘っている人もいる。これを他人事と思わず、真剣に、福島のひいては日本の復興

を考えている人がどれほどいるだろうか。それを含めこれから、将来ある子供たちのためにも福島県という

場所が故郷であるという強い意志を持って活躍してくれる人材を生み出すためにも、一刻でも早く事態の

収束をしなければならない。 
 
 
 

写真：飯盛山の白虎隊石像→ 

1-2.テーマ設定理由 

3.11 の東日本大震災後、東京電力福島第一原子力発電所の事故が起き、私たちの住む福島県はチェ

ルノブイリに続く“Fukushima”として世界に名を知られるようになってしまった。この東京電力福島第一原

子力発電所の事故後、福島県の人口は急激に減少している（図表 1 参照）。原発事故による放射能汚染

被害によって我が福島県の人口が減っていくことは、ずっと住み続けたいと願う福島県民でもそれがかなわ

ないような現状であることを意味しており、特に幼い子を持つ母親は将来ある我が子の健康を守りたいと思

って避難するのも当然である。また原発事故後、福島県民の健康を守る重要な役割を担っている医師にも

大きな変化があった。3.11 以前から福島県で深刻だった医師不足が原発事故後、放射能汚染被害を恐れ

て避難する医師がではじめたことでさらに深刻になっているという厳しい現実である。 
こうした現状を知るうちに私たちは、福島県民が福島県に住み続けながら最良の医療を受けられること、

そして事前に病気を予防できる仕組みがあることが 3.11 以降最も必要なことではないかと考えた。大震災

の発生直後、多くの医師・看護師等医療従事者の方が、県民の健康を守るためいち早く避難所での巡回

診療や在宅訪問診療など、医療・保険の両面で県民の安心・安全を支えた。そのため、医師確保を始めと

した更なる医療体制の整備とより一層地域医療を強化していくことが今の福島県には必要であると感じた。 
以上のことから、このレポートでは医療を地元の柱として県民を支えていくとともに、そこから福島県民の

復興も見出すことにした。 
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「福島県ホームページふくしま統計情報 BOX」より 筆者作成 

  

Ｈ２２福島県人口推移（人） Ｈ２３福島県人口推移（人）
1月 -251 1月 -137
2月 -265 2月 -186
3月 -491 3月 -420
4月 -5,566 4月 -7,773
5月 855 5月 -7,477
6月 14 6月 -3,939
7月 -181 7月 -2,899
8月 -555 8月 -2,542
9月 -6 9月 -2,335
10月 10月 -2,200
11月 205 11月 -1,400
12月 -128 12月
平均 -579 平均 -2846.18

図表１ 福島県の転居人数 

3.11 東日本大震災発生 
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2.私たちが考える福島の復興とは 

私たちは福島の復興のために震災後の医療機関や医療品卸売り会社の対応についての報道記事（日

本経済新聞、TV・ニュース、福島民友や福島民報）を調べた。その結果、福島の復興には以下の２点が必

要であることがわかった。 
2-1．「長期的な復興」と「短期的な復興」の 2 つの復興のシナリオが必要であるということ 

今回の震災を受け、短期的な復興としてこれからは防災医療を充実させることが大事である。なぜなら、

今回の震災によって薬の卸売業者が通行止め等で薬を流通させることが不可能であったからである。し

かし、その薬の卸売業者の中においても、なんとしてでも流通させようとしている企業があったと新聞等

でも掲載されていた。このような企業努力により、被災地において一人でも多くの祈りを救うことができる

のではないかと考えた。 
そして、福島県民のために長期復興として予防医療を挙げたい。なぜなら、原発の事故による健康被

害がどのようなものであるかを誰も知ることができないためである。健康被害を提言させるという意味で健

康診断は必要不可欠な分野であると考える。また、今回の震災を契機に医療面で充実させなければな

らない分野がでてきたと考える。それは遠隔治療の分野である。なぜなら、福島県民は震災以前から医

師不足という問題を抱えており、それを緩和させるためにも IT を使った遠隔治療が必要だからだ。また

放射能についてよく分かっておらず人それぞれ言うことがバラバラである。放射能に関して一刻も早い研

究が必要となる。日本は世界で唯一の被爆国であるはずなのに、このような事態を招いてしまったことは

非常に残念に思う。同じ過ちを繰り返してしまっており、足踏みし前に進めない状態である。また、福島

県には風評被害によりメンタルヘルスを害された人々がいるため心のケアも重要となる。 
上記によりできた私たちの考える復興の全体像が図表 2 である。 
 

 

福島復興

短期復興

防災医療

医薬品の卸業

長期復興

予防医療

遠隔医療

健康診断

医薬品

研究・開発

医療機器

心のケア

労働者 一般

音楽

図表２ 私たちの考える復興の構想 
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2-2．福島県の復興のために新たな復興プランを考えるよりも、震災以前から深刻だった医療

問題を解決することがもっとも性急であること 

研究を進めるにあたり、医療従事者とそうでない私たちとでは、復興のための医療への見方にズレ

があると考えた。そこで医療機関にヒアリングを行い、このずれをなくし、具体的かつ説得力のあるレポ

ートを作成したいと考え、福島県の県立病院を取りまとめている病院局に電話によるヒアリングを行っ

た。病院局は、福島県の医療現場の現状を知るうえで、もっとも多くのデータや現場の声を聞くことの

できる場所であるためヒアリングによって具体的なお話を伺えると考えた。 
 

  表 2-1 
Ｑ１：この先の防災対策の一環として遠隔治療や在宅医療等、新たな技術についてどのように

考えているか。 
Ａ１：県立病院は 3.11 以前から「地域医療連携ネットワークシステム」を実施している。このシス

テム早期導入完了がもっとも優先すべき課題であり、震災のための防災対策というよりは、県民

に必要な医療サービスを充実させたいと考えている。 
Ｑ２：大地震の前と後において、患者の診療情報の把握において困ったことは何か。また、今後

医療分野における IT 機器、たとえば電子カルテ等の更なる導入を考えてはいるか。 
A２：一番困ったのは通信手段。各県立病院との連絡が取れないため、現場の状況把握が困難

になった。IT の導入に関しては 3.11 の震災以前から県立病院は「地域医療連携ネットワークシ

ステム」として、急性期から在宅までの一貫した質の高い医療を行う、病院完結型医療から地域

完結型医療の展開を図ってきた。県内の県立病院のうち南会津病院が IT ネットワークの導入

が済んでいない。 
その他 
3.11 前から深刻だった医師不足がさらに深刻化した。東日本大震災を受け 14 人もの医師が辞

職や避難等で減少した。 
 
表 2-1 により、福島県の復興のために新たな復興プランを考えるよりも、震災以前から深刻だった医

療問題を解決することが最も性急であることが分かった。 
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3.投資銘柄選定の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

STOCK リーグ扱い上場企業  137 社 

医療関連企業  231 社

最終決定投資銘柄 20 社 
Ⅰ.特別枠 2 社 Ⅱ.医薬品 1 社 Ⅲ.ジェネリック 1 社 Ⅳ.遠隔医療 4 社 

Ⅴ.健康診断 4 社 Ⅵ.放射能 3 社 Ⅶ.医薬品卸売 1 社 Ⅷ.心のケア 2 社 

 Ⅸ.医療機器 1 社 Ⅹ.復活枠 1 社 

 第 1 スクリーニング 

3 つのサイトそれぞれにおいて医療に関連する 

企業を選出した。 

 

上場企業  約 4000 社 

第 2 スクリーニング 

STOCK リーグで取り扱う証券市場に絞った。 

第 3 スクリーニング 

テーマにそぐわないものを省き、企業を 8 つに分

類した。 

 

  企業分類分析  119 社 
Ⅰ．医薬品 55 社 Ⅱ．ジェネリック 2 社 Ⅲ．遠隔治療 30 社  

Ⅳ．健康診断 8 社 Ⅴ．放射能（研究）8 社 Ⅵ．医薬品卸売 6 社 
Ⅶ．心のケア 6 社 Ⅷ．医療機器 1 社 Ⅸ．特別枠 2 社 

第 4 スクリーニング 

5 つの指標を用い、企業分析を行った。 

 

スクリーニングフローチャート 
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4.スクリーニング方法 

第 1 スクリーニング 

 

  
 

第 1 スクリーニングでは上場企業約 4000 社の中から医療に関連する企業を 231 社に絞った。方法とし

てインターネットの株価検索サイトを用いた。しかし、この方法では使用するサイトが本当に信用でき

るものかを明確にする必要があった。そのため、図表３のベン図のように 3つのサイトそれぞれにおい

て、医療に関連する企業を選出した。ベン図の周りの赤い枠線は選出された企業の範囲を意味する。 

第 2 スクリーニング 

第 2スクリーニングでは、第 1スクリーニングで選んだ 231 社を、ストックリーグで取り扱う証券市

場（東証 1 部、2 部上場銘柄及びジャスダック銘柄、東証マザーズ銘柄）であるかどうかを振るいに掛

け、137 社に絞った。その際、証券市場を確認する手段として“野村證券株価検索”や“yahoo ファイ

ナンス”といった複数のサイトを用いた。複数のサイトを利用した理由はより正確に企業を選出するた

めである。 

  

3 つのサイトを使用し

て調査を行った。 

図表３ ３サイトのベン図 

筆者作成 
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第 3 スクリーニング 

第 3スクリーニングでは、第 2スクリーニングで選んだ 137 社を、自分たちの考えに基づいた企業

分類分析と特別枠により最終的に 119 社に絞った。 

手順としてはまず、特別枠という新たな選定基準を設けた。特別枠の定義は以下の通りである。 

 

 

  
 
 
特別枠の選定方法は、第2スクリーニングで選んだ137社のホームページを一つ一つ地道に調査し、

上記の定義に該当する 2 社を選出していった。 

次に、残った 135 社から企業分類分析により、上場しているがテーマにそぐわない企業は省く、

という選定方法をとった。また、企業を分類分析するにあたって、“yahoo ファイナンス”や“ユー

レット”、“SBI ファイナンス”、“業界地図”などの計 4 つのサイトを活用した。 

  以下に企業分類分析における、10 のカテゴリー概要とカテゴリー選択の背景を説明する。 

10 のカテゴリー概要 

Ⅰ 特別枠  
特別枠は定量分析にかけず、福島の復興をどのくらい支援しているかに焦点を当て 2 社に絞った。第 3 ス

クリーニングで絞った 119 社のホームページをすべて閲覧し、福島県に対し特別に復興のための活動をし

ているかどうかを調べた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特別枠の定義 
第 3 スクリーニングで絞った福島県の医療に必要な技術を持つ企業の中から、福島県で

実際に医療分野において「福島復興」のために活動している企業。 

 ・NTT データ 

公立大学法人福島県立医科大学が主に避難所などで実施している巡回診療を支援するために、クラウドサー

ビスとタブレット端末を活用した「巡回診療支援システム」を構築し、無償で提供した。巡回先で医師がタ

ブレット型モバイル端末から「巡回診療支援システム」にアクセスし、福島医大が実施した過去の巡回診療

の受診者記録を確認しながら診療できる。避難所などでの巡回診療の多くは受診者の記録を紙で管理してお

り、医師間の情報共有や過去の診療結果に対する時系列での検索・確認などに時間がかかり、同じ内容を何

度も受診者に確認しなければならなかった。「巡回診療支援システム」を利用し、医師が過去情報を参照する

ことで、巡回診療を受ける住民にとっては、きめ細かな医療を安心して受けることができる。NTT データは

被災地域の復興に向けた支援活動を行うため、復興支援本部を設置し、この復興支援本部を中心として「IT

を活用した復興支援」「募金活動、義援金、ボランティア等を通じた復興支援」の 2 つの形で復興支援活動を

実施している。 
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Ⅱ 医薬品 私たちのテーマには欠かせないのが医薬品会社である。なぜなら健康と密接に関わってくる

医療分野とは切っても切り離せないカテゴリーだ。 
Ⅲ ジェネリック ジェネリックもⅡで挙げた理由と同じである。 
Ⅳ 遠隔医療 大震災が起こった後でも直ちに患者を治療できる体制が必要である。 
Ⅴ 健康診断 放射能が騒がれている中で自分自身の身を守るためにも予防医療として必要となってくる

カテゴリーである。 
Ⅵ 放射能(研究) これからの福島、及び日本全国が必要になってくる分野であるカテゴリーであり、研究

をいち早くして県民に正しい情報を提供する必要がある。 
Ⅶ 医療品卸売 今回の震災において薬の流通がいかに大事かということを思い知らされた、今後も活躍

してほしいカテゴリーである。 
Ⅷ 心のケア 今回の大震災や風評被害により健康を害されてしまった人がおり、メンタル面での支えが必

要である。 
Ⅸ 医療機器 患者を治療するためには、より良い機器を創造することが必要不可欠であり技術革新が必

要である。 
Ⅹ 復活枠  
第3スクリーニング時点では復活枠は設けていなかった。第 4スクリーニングを終えた時点で定量分析的に

は合格しなかったものの事業内容の面でぜひ選出したかった企業を今後応援する意味で復活させた。こ

れを「復活枠」として定義した。 

第 4 スクリーニング 

第 4 スクリーニングでは数値を用いて企業を選定した。その際用いる値を統一するため偏差値を使

用した。「偏差値」とは、バラツキのある得点分布のなかで中心から、どれくらいの分量で偏って

いるかを表す数値である。定量分析ではバランスのいい企業を調べるため 5 つの指標を用いた。 
  

 ・富士フィルムホールディングス 
富士フイルムファインケミカルズ広野工場においては、11 年 4 月末から 6 月初旬まで、千葉事業所の社員が

毎週出向き、「汚染ゼロ」が確認できるまで除染作業を実施。同時に、経済産業省や文部科学省や、広野町と

ともに、町内の汚染状況のデータ収集や、放射線に関する説明会を行った。広野町内では、土壌や水、雑草、

野菜類やお茶など、放射性物質の残量についてデータ解析。また、除染の方法や測定結果報告を行う講演会

を町内で 4 回実施したほか、千葉事業所のある山武市をはじめ、様々な地域で放射線に関する情報提供を行

っている。 
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 復活枠 1 社

偏差値計算 
 

＝
研究・開発費 ＋ 設備投資費

総資本
 

R&D 比率…企業の将来性を測る指標 

＝
自己資本

総資本
ൈ ૚૙૙ 

自己資本比率 …財務の長期的な安全性を測る指標 

＝
営業利益

売上高
 

売上高営業利益…企業の収益性を測る指標 

偏差＝素数 ― 全素数の平均値 

標準得点＝偏差 ÷ ට∑ （ܠିܠ）
૛

ܖ
 （STDEV. P 関数） 

偏差値＝ 10 × 標準得点 ＋ 50 

定量分析による投資銘柄 
17 社 決定 

 
定量分析 日経会社情報からの数値を元に計算 

外国人持ち株比率 …国際的に優良かを測る指標 

株主持分比率 …企業の配当支払い能力、安定性を測る指標 

＝
株主持分

総資本
×100 
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以上を用いてできたのが1下の表 2 である。第 3 スクリーニングで分類した企業ごとに丸が多く付いたものに

投資をした。それぞれの定量分析が偏差値 50 以上といった平均よりも上回っている企業に丸を一つ付け

るという基準を設けた。そして偏差値を用いることによって、定量分析ごとの成績比較ができ、項目ごとにそ

れぞれ一番安定した企業を選出できる。 
図表５ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                 
1 黄色にマーカーされている企業…定量分析により選定された企業 
 赤色にマーカーされている企業…「復活枠」として選出された企業 

証券コード 企業名 売上営業利益率 自己資本比率 株主持分比率 外国人持株比率 R&D比率 合計値

医薬品
8095 東邦ホールディングス(株) 45.33 42.35 39.86 41.55 46.89 215.98
4538 扶桑薬品工業(株) 45.56 43.36 45.26 40.26 47.08 221.51
4912 ライオン(株) 46.66 42.35 41.66 42.48 48.72 221.87
4539 日本ケミファ(株) ○ 45.53 36.44 46.76 42.84 53.08 224.65
8086 イワキ(株) 47.55 33.37 48.20 45.21 52.14 226.47
4559 ゼリア新薬工業(株) 45.71 40.70 51.55 38.82 52.28 229.06
4558 中京医薬品 45.30 42.49 57.55 38.03 46.21 229.58
2269 明治ホールディングス(株) ○ 49.01 41.52 38.78 48.45 53.01 230.77
4514 あすか製薬(株) 45.73 48.72 42.98 45.79 49.07 232.29
4574 大幸薬品(株) ○○ 45.11 56.88 45.38 40.54 45.07 232.97
4563 アンジェスMG ○○○ 45.00 60.17 37.82 38.82 53.52 235.34
4571 ナノキャリア ○○ 45.20 64.67 34.70 44.35 47.05 235.96
4512 わかもと製薬(株) ○○○ 45.17 55.55 50.41 38.53 46.84 236.51
4565 そーせいグループ ○○ 45.02 66.04 32.72 49.31 44.17 237.26
4572 カルナバイオサイエンス ○○○ 45.22 59.99 38.66 39.61 54.62 238.09
4911 (株)資生堂 ○○ 51.16 42.21 41.18 56.56 47.87 238.98
4272 日本化薬(株) ○○ 48.03 51.65 42.98 48.30 49.26 240.22
2802 味の素(株) ○○ 54.45 48.95 39.86 55.41 42.91 241.59
4527 ロート製薬(株) ○○ 47.00 51.01 45.62 49.59 48.62 241.85
4555 沢井製薬 ○ 47.07 42.99 40.52 65.69 48.56 244.82
4021 日産化学工業(株) ○○○○ 47.89 50.92 40.58 56.28 50.25 245.91
4523 エーザイ(株) ○○ 60.25 40.79 39.62 48.88 57.46 246.99
4540 (株)ツムラ  ○○○ 48.12 52.20 43.64 56.71 46.73 247.40
4547 キッセイ薬品工業(株) ○○ 46.13 61.87 49.64 43.99 46.84 248.46
4534 持田製薬(株) ○○ 46.79 61.78 49.93 42.05 49.31 249.87
4967 小林製薬(株) ○○○ 47.73 54.22 49.58 53.62 45.46 250.61
4569 キョーリン製薬ホールディングス(株) ○○ 47.45 57.88 48.20 49.88 47.57 250.98
4530 久光製薬(株) ○○○ 49.00 56.10 50.35 48.37 47.72 251.54
2540 養命酒製造(株) ○○○ 45.38 65.45 54.31 44.42 43.52 253.08
4517 ビオフェルミン製薬(株) ○○○ 45.59 60.95 64.99 38.03 43.52 253.08
2267 (株)ヤクルト本社 ○ 47.97 49.45 48.38 58.65 48.68 253.12
4516 日本新薬(株) ○○○ 45.96 59.44 49.87 51.53 47.50 254.30
4578 大塚ホールディングス(株) ○○○ 60.83 56.28 45.14 43.92 49.58 255.74
4545 キャンバス ○○○ 45.08 64.80 34.58 44.35 67.37 256.19
4564 オンコセラピー・サイエンス ○○○ 45.30 62.88 45.26 41.05 61.84 256.32
4535 大正製薬 ○○○ 51.11 61.78 53.77 45.00 45.09 256.75
4548 生化学工業(株) ○○○ 45.74 64.12 53.35 46.36 48.14 257.71
4506 大日本住友製薬(株) ○○ 49.37 48.26 64.21 44.85 51.97 258.66
4507 塩野義製薬(株) ○○○○○ 51.48 51.83 42.80 63.39 50.62 260.12
4568 第一三共(株) ○○○ 61.44 49.41 38.42 59.01 51.90 260.17
4553 東和製薬 ○○○○○ 46.55 50.78 56.35 56.92 52.77 263.37
4528 小野薬品工業(株) ○○○ 49.93 65.31 46.40 56.06 47.09 264.78
4576 デ・ウエスタン・セラピテクス研究所 ○○○○ 45.22 67.92 59.17 41.05 52.80 266.15
4151 協和発酵キリン ○○○○ 51.28 60.68 59.65 47.58 47.77 266.96
4551 鳥居薬品(株) ○○○○ 45.51 63.20 63.67 50.31 46.25 268.95
4552 日本ケミカルリサーチ(株) ○○○ 45.46 58.07 60.13 56.85 48.52 269.02
4536 参天製薬(株) ○○○ 49.34 61.82 48.20 63.82 46.40 269.57
4508 田辺三菱製薬(株) ○○○○ 55.41 61.73 65.11 50.96 46.98 280.19
4503 アステラス製薬(株) ○○○○○ 61.05 58.11 41.06 70.93 52.03 283.18
4573 アールテック・ウエノ ○○○○ 45.40 62.15 69.01 62.89 48.28 287.72
2914 ＪＴ ○○○ 88.79 42.53 61.27 57.14 47.74 297.46
4502 武田薬品工業(株) ○○○○○ 93.87 57.52 36.98 59.22 50.31 297.90
4579 ラクオリア創薬 ○○○○○ 45.09 66.68 76.08 55.84 60.34 304.05
4519 中外製薬(株) ○○○○○ 54.04 62.33 63.85 92.41 48.37 321.00
4521 科研製薬(株) ○○○ 47.15 51.19 44.18 49.74 140.56 332.82

ジェネリック
3407 旭化成 ○○○ 61.54 44.41 39.86 55.63 50.02 251.46
4541 日医工 ○ 46.21 47.53 43.94 52.47 48.02 238.16
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遠隔治療、電子カルテ、在宅医療（予防医療）
6670 MCJ ○ 45.64 41.66 50.65 42.41 43.78 224.14
2667 イメージ・ワン ○ 45.28 42.90 55.63 39.54 44.38 227.73
4320 シーエスアイ ○ 45.29 59.17 40.58 39.18 48.02 232.23
7702 JMS 45.50 48.81 48.50 41.84 47.96 232.59
6701 NEC ○○○ 52.92 36.30 34.16 56.20 54.08 233.67
3752 ワイズマン 45.33 30.11 49.58 38.03 71.40 234.45
4820 EMシステムズ ○ 45.28 41.43 58.63 45.72 45.13 236.18
3794 エヌ・デーソフトウェア ○ 45.38 46.56 63.85 38.03 44.84 238.66
3401 テージン ○○○ 51.70 40.19 39.74 56.92 50.77 239.32
7701 (株)島津製作所 ○ 47.43 48.26 43.64 54.34 46.86 240.52
6841 横河電機 ○○ 46.74 41.06 45.20 55.56 53.44 242.00
6727 ワコム ○○ 45.70 54.31 41.48 53.40 48.67 243.56
7999 (株)カイゲン ○○ 45.43 53.39 58.57 41.48 45.19 244.06
6786 リアルビジョン ○○ 45.23 63.93 41.12 39.54 54.78 244.59
8056 日本ユニシス ○○ 46.13 39.78 60.13 46.79 51.79 244.62
7741 ＨＯＹＡ(株) 45.27 40.19 39.44 75.74 48.29 248.93
3649 PSC ○○ 45.31 57.84 61.69 43.63 43.01 251.48
2315 SJI ○○ 45.36 44.32 58.15 60.87 43.33 252.03
6737 ナナオ ○○ 45.95 58.16 48.44 53.83 46.66 253.03
8060 キヤノンマーケティングジャパン ○○ 46.29 50.00 64.27 48.23 45.68 254.47
5411 ジェイ　エフ　イー　ホールディングス ○○ 69.47 39.69 43.70 53.11 48.54 254.51
4694 ビー・エム・エル ○○○ 46.15 52.75 56.53 53.04 46.25 254.72
7649 スギホールディングス ○○○ 46.96 50.92 59.47 53.98 43.79 255.11
6960 フクダ電子(株) ○○ 46.33 56.74 56.35 50.03 47.17 256.62
4902 コニカミノルタホールディングス ○○○ 50.57 46.29 39.02 69.93 52.87 258.67
3733 ソフトウェア・サービス ○○ 45.45 58.53 62.77 48.66 44.89 260.29
4543 テルモ(株) ○○○ 53.56 59.67 46.16 55.99 47.25 262.62
6702 富士通 ○○○ 62.82 35.57 41.00 64.03 59.38 262.80
6988 日東電工 ○○○ 56.56 52.38 42.14 72.44 47.19 270.71
6752 パナソニック ○○○ 85.68 38.09 44.96 54.34 56.34 279.40
6501 (株)日立製作所 ○○○ 104.12 30.30 39.26 65.11 67.34 306.13

健康診断
4556 (株)カイノス  ○ 45.30 44.46 57.37 38.10 47.15 232.38
4557 (株)医学生物学研究所 ○ 45.32 47.02 34.22 38.10 70.74 235.41
6502 東芝 ○○ 77.08 30.48 36.32 57.64 44.37 245.89
4549 栄研化学(株) ○○ 45.63 51.65 48.92 49.31 53.93 249.43
6722 (株)エイアンドティー  ○○ 45.37 46.29 65.11 38.24 55.70 250.70
6645 オムロン(株) ○○○ 51.63 48.58 42.92 64.75 50.50 258.38
4550 日水製薬(株) ○○○○ 45.51 63.47 61.33 43.06 50.15 263.52
9735 セコム ○○ 58.40 47.89 45.20 67.70 46.03 265.22
6869 シスメックス(株) ○○○○ 47.69 56.05 49.75 61.59 56.18 271.27

研究・開発
4725 (株)シーエーシー  ○○○ 45.51 50.92 55.39 45.00 44.86 241.68
2166 (株)ＭＩＣメディカル  ○○ 45.27 59.53 68.35 41.40 42.87 257.42
6052 (株)イーピーミント  ○○ 45.35 58.57 74.34 38.03 44.61 260.90
2182 メディサイエンスプランニング ○ 45.34 42.16 66.31 45.21 42.86 241.89
2372 (株)アイロムホールディングス ○ 45.31 32.17 58.93 38.67 43.36 218.46
2399 (株)綜合臨床ホールディングス ○ 45.37 44.50 64.45 38.24 44.77 237.33
2395 新日本科学 ○ 45.38 32.36 63.67 38.46 45.71 225.58
2183 (株)リニカル  ○○ 45.31 46.11 63.07 39.18 51.40 245.06

医療品卸
7535 (株)グッドマン  ○○○ 45.43 32.04 60.43 38.17 54.23 230.29
2784 アルフレッサ　ホールディングス(株) ○ 46.50 33.00 37.04 57.57 45.07 219.19
9987 スズケン ○ 45.98 37.40 42.80 53.11 46.10 225.39
8129 ＭＵＴＯＨホールディングス(株) 46.04 32.91 41.66 45.86 44.53 211.00
3151 (株)バイタルケーエスケー・ホールディングス  45.16 31.99 42.80 39.54 45.19 204.68

心のケア 0.00
7860 エイベックス・グループ（株） 46.77 38.87 48.08 46.79 45.51 226.02
4301 (株)アミューズ ○○ 45.56 52.66 50.89 39.54 42.86 231.51
6823 リオン(株) ○ 45.45 44.64 55.63 38.60 49.46 233.78
7979 松風 ○ 45.39 59.99 48.62 48.16 46.08 248.24
6758 ソニー（株） ○○ 71.73 32.13 38.66 69.06 49.06 260.64
4308 (株)Ｊストリーム ○○○ 45.27 57.24 71.10 45.86 50.84 270.32

医療機器
4282 イーピーエス(株) ○○○ 45.88 51.88 57.91 62.81 44.54 263.02
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最後に第 4 スクリーニングには落ちてしまったが復活枠という新たな選定基準を設け、福島の復興により

必要な企業を再選出した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
以上のスクリーニングにより最終的に投資した企業は、以下の合計 20 社である。 

 
●購入金額の決定 
  私たちは銘柄の購入金額を決定するに当たり、以下のプロセスを元に検討していった。 
まず、福島県病院局のヒアリング内容、医療関連の文献調査などから福島に必要な 6 つの事項を挙げた。 
 
 
 
 
 

 

医薬品 中外製薬 

ジェネリック 旭化成 

遠隔治療 富士通・日東電工・パナソニック・(株)日立製作所 

健康診断 (株)エイアンドティー・オムロン(株)・日水製薬(株)・シスメックス(株) 

(放射能)研究 (株)シーエーシー・(株)MICメディカル・(株)イーピーミント 

医療品卸売 (株)グッドマン 

心のケア ソニー(株)・(株)Jストリーム 

医療機器 イーピーエス(株) 

特別枠 エヌ・ティ・ティ・データ・富士フィルムホールディングス会社 

復活枠 スギホールディングス 

 

復活枠 
第 4 スクリーニングによる定量分析にはもれてしまったが、今後福島の復興のために、

是非ともその技術や事業を生かしてほしいと私たちが考えた企業。現在よりも今後の成

長性に期待し投資した。 

 スギホールディングス株式会社 
指標を使ったことにより、これからの福島の復興のためには無くてはならない在宅看

護や在宅医療を行っている会社であるスギホールディングス株式会社がスクリーニング

によって落ちてしまった。しかし日経会社情報を使い調べてみた所、株主に関して大手

ドラックストアである株式会社ツルハホールディングスの持ち株保有数が多いことがわ

かった。また昨年の日経会社情報より、大震災以前から在宅看護や在宅医療に力を入れ

ていたということがわかり、充分投資に値するという結論に至った。そこで復活枠を設

けスギホールディングス株式会社に投資をすることにした。 
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 ヒアリング＆文献調査の結果からわかった福島に必要な 6 つの事項 

1.事前に患者情報の把握をするための電子カルテシステム 
2.福島県で実施している「県民健康調査2」を支援する医療体制 
3.県の行っている放射能研究のプロジェクトの推進  
4.飯舘村村長のお話より「人の復興がこれから重要」ということから心のケアが必要 
5.「防災対策というより医療サービスを充実させたい」 という福島県病院局のお話から、新しく政策を講じ 

るというよりこれまで福島県が力を入れてきた過疎・高齢化・無医村対策 
6.実際に津波と地震の被害にあった被災地（宮城県石巻市）を視察した際に、病院の機能が停止し、普 

段処方されていた薬を貰うことができず亡くなってしまった方がいたという事実を被災者の方に聞いた。

こうしたことから福島県でも今後の対策として電子カルテでの情報の把握、ならびに遠隔治療や在宅

治療の充実  
 
以上の 6 つのニーズを元に、それぞれを重要度別に分類し購入割合を定めたものが図表４である。 
 
 

 
 重要度を決めるにあたって… 

1.病院局へのヒアリング結果を元に項目の重要度を分ける（ヒアリング結果資料２参照）  
2.特に重要であると判断した上位 3 項目については購入銘柄の６割を割り当てる。  
3.医療分野であるが、福島の医療に直接的に必要でない医薬品メーカー、医療機  

   器メーカーに関しては一番低い５割にする 。 

                                                 
2福島県では、原子力災害による放射線の影響を踏まえ、将来にわたる県民の健康管理を目的とした「県民健康管理調査」を実施

している。 

順位 購入株割合 購入企業数 

遠隔治療 1 20 4

健康診断 2 20 4

研究・開発 3 15 3

心のケア 4 10 2

運搬 5 5 1

医薬品 6 5 1

ジェネリック 6 5 1

医療機器 6 5 1

特別枠 4 10 2

復活企業 5 1

合計 100 20

 

図表４ 銘柄購入割合と購入企業
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5.終わりに  

5-1．ストックリーグを通して学んだこと 

私たちは当初、「福島県民の健康を守る」というテーマで投資先の企業を考えていた。しかし、

福島県の復興のために私たちができることを考え、福島県の医療の現状を知っていくにつれて、私

たちにできることはないのではないかと幾度となく感じる場面があった。現状は厳しいもので、

STOCK リーグで復興を考えるよりも現地で瓦礫の撤去をした方が復興の力になれるのではないかと

考えたほどだ。震災から 10 ヶ月経った現在でも、福島民報・福島民友には毎日一面に原発の情報

や放射能汚染の現状が掲載されている。しかし全国紙では月日とともに福島県民の現状に関する報

道が減り、福島の苦しみが忘れ去られているように感じる。自分の健康にのみ関心が移り、被災地

の県民がどのように放射能と闘っているかに関心が薄い。 

そこで、私たちはこのレポートを作成するにあたり、地震、津波、原発事故、水害、風評被害の

五重苦に直面している“Fukushima”の学生だからこそ発信できる情報はないかと考えた。そして

福島県民だからこその視点を入れることに注力した。私たちのチームは、全員福島県民である。会

津出身者から、只見、いわき、北会津出身者と様々である。異なった被災を経験したチームとして、

自分たちの意見をレポートに反映させようと努力した。それに加え、福島県民にこれから表れるだ

ろう健康被害に立ち向かい安心して医療を受けられるようにすることは、日本国民の今後の健康を

守ることにつながるのではないかと考えた。 

 病院局へヒアリングを行う以前、私たちは大震災を受けて新たな対策を立てているのではないか

と考えていた。しかし実際ヒアリングを行った結果、震災前からの過疎や高齢化、無医村といった

医療問題が深刻だということが分かった。3.11 以降の医療問題にしか目を向けていなかった私たち

にとって、この事実は驚くべきものであった。これを期に福島県の 3.11 以前の医療問題解決を真

剣に考えるようになった。放射能汚染と闘いつつも、医師不足と高齢化、無医村に苦しむ福島県の

医療の将来を深く考える機会が与えられたことをうれしく思う。将来も福島県に住み続けたいと思

っている私たちには大変良い機会であり、ここでこの医療問題に目を向けることを終わらせたくな

いと強く感じた。 

そして、STOCK リーグで特別枠に選出した「富士フィルムホールディングス」や「NTT データ」

は福島県の復興に向けた取り組みに積極的であった。こうした企業があるということは福島県民に

とって大変心強いものであり、これからの成長に期待したい。 

最後に、被災地の現状は厳しいものであり、一因では復興はなしえないものである。私たち若者

が福島県の復興を考え続けるとともに、日本企業が各々でできることをしていくことが復興への近

道なのではないかと考える。 
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5-2．謝辞 

今回のストックリーグのレポートを作成するにあたって、私たちのヒアリングを快く受け入れて

くださった福島県病院局病院経営改革課の佐竹様と安藤様に心より御礼申し上げます。 

また、本レポートを作成するうえで、石巻において討論会、視察、特別講演に参加する機会を賜

った石巻専修大学経営学部や日本経営学会東北部会の先生方にも感謝申し上げます。お陰様で本レ

ポートを完成させることができました。 

そして、今回このような機会を与えてくださった日経ストックリーグ事務局の方々に心より御礼

申し上げます。 

 

6.補足表.投資銘柄 20 社概要 

旭化成 

 

中外製薬 

 

 

ジェネリックとして選出。 
ジェネリック以外にも、事業として子会社の

旭化成クラレメディカルと旭化成メディカル

において製薬プロセス事業(バイオプロセス

事業)に取り組んでいる。「プラノバ」を主軸

に、医薬品の「安全」と「普及」を両立させる

ことによって、患者様には安全と安心を、医

薬品メーカーの方々には製品の評価と支

持を、そして社会に対しては「医療」への期

待と信頼という価値を届けたいとしている。 
 

医薬品として選出。 
中外製薬は、創薬として自社開発の革新的

な医薬品を継続的に提供するために、自社

独自の強みとグローバルネットワークを最大

限に活用し、低分子医薬、抗体医薬のバラ

ンスの良い新薬創出活動を展開している。

そして、独自の「ゲノム抗体創薬」の確立と

「次世代バイオ医薬」への挑戦にも取り組ん

でいる。 
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富士通 

 

スギホールディングス 

 

日東電工 

 

遠隔治療として選出。 
遠隔医療ソリューションにおいて高精細映

像で細部まで表現ができるため、遠隔の専

門医による医療措置アドバイス等に利用可

能な商品を提供している。遠隔地の専門医

による医療措置のアドバイスに利用でき、

高精細な映像でより詳しい状況把握を可能

にしている。これによって、的確な指示や判

断ができる。 
 

特別枠として選出 
処方せん調剤や一般薬・化粧品のカウンセ

リング販売を行うほか、病気予防のための健

康相談、さらには在宅医療をも担っており、

今後、急速な高齢化が見込まれる都市部を

中心に、これまで培ってきた在宅医療に関

わる専門的な調剤技術、医療機関との連携

ノウハウを活用した当社独自の終末期医療

の在り方を提案している。 

 
 

遠隔治療として選出。 
電子カルテのソフトウェアの開発を行ってい

る。子会社である日東メディカル株式会社

が医療分野として活躍している。サージカ

ルテープや粘着包帯・創傷被覆材などの治

療や看護・介護に欠かせない医療衛生材

料をはじめ、スポーツやリハビリテーションの

必需品となったテーピングテープとその関

連製品などを医療機関や治療院・スポーツ

店などにお届けするといった事業を行って

いる。 
 

。
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パナソニック 

 

日立製作所 

 

エイアンドティー 

 

遠隔治療として選出。 
診察室・手術室・放射線科他向けには、診

察室や手術室など各医療現場に適した診断

装置、治療器や病院内の様々な画像情報を

総合管理可能な PACS システムをはじめ、

地域医療連携を支援する医療情報の IT 化

を手伝うための製品を開発している。薬剤

部・外来・病棟向けには患者様の診察待ち

時間の精神的なストレスを軽減し、患者様の

プライバシーに配慮した外来案内･誘導を行

うシステムを提供している。 
 

遠隔治療として選出。 
電子カルテシステムを取り扱っている。 
患者様の診療を効率的に、そしていかに迅

速に行えるかについて取り組んでいる。 
RIS/PACS といった画像診断装置におい

て、日立の画像システムは画像データを中

心とする膨大な検査データを一元に管理し、

様々な運用シーンにおいて有用な情報をよ

りスマートに提供している。また、検診や保健

指導システムも行っており、特定健診に対応

した業務総合支援システムを行っている。 

 

健康診断として選出。 
検査室をサポートする 4 つの分野の開発・製

造・販売を行っている。その 4 つの部門とし

ては、臨床検査情報システムと検体検査自

動化システムと検体検査装置と臨床検査試

薬といった部門である。サポート体制も充実

しており、こちらも 4 つの機能を有機的に結

び付けてバックアップしており、病院や医療

施設への各種機器やシステムの導入と同時

に、保守・点検などのカスタマーサポートを

実施している。 
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オムロン 

 

 

日水製薬 

 

シスメックス 

 

 

健康診断として選出。 
ヘルスケア製品として、血圧計・体重体組成

計・歩数計・活動量計・体温計・電動歯ブラ

シ等自分で予防するための健康診断器具が

そろっている。また、安全で効率的な看護業

務をサポートすることを目的として、日本初の

血圧や体温などの測定データを電子カルテ

に自動転送できる製品を開発。2012 年 2 月

20 日に発売を控えている。 

 

健康診断として選出。 
病気の診断や早期発見に寄与する臨床診

断薬メーカーとして、細菌や免疫血清などの

各種検査に必要な試薬・機器類を開発して

いる。医療分野をはじめ生物学やバイオテク

ノロジーなど、幅広い研究分野に貢献してい

る。なかでも感染症検査分野では、国内トッ

プクラスのシェアを誇っている。今後は実績

をもとに海外マーケットへの進出を積極的に

展開していく予定。 
 

健康診断として選出。 
シスメックスは POC と呼ばれる”Point of 
Care”製品を作っている。POC 検査によっ

て患者様を目の前にしながら検査結果をそ

の場で得ることによる、診断・治療の効率化・

スピード化が可能。その結果として死亡率・

罹患率を下げ、入院期間を短縮、医療コスト

も低減する。目指しているものは、患者様の

QOL の向上。 
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シーエーシー 

 

ＭIC メディカル 

 

イーピーミント 

 

 

 

 

(放射能)研究として選出。 
安全性情報管理として、製薬企業のリスク

マネジメントに適応した高品質かつスピー

ディな安全性管理業務を実現するために、

基本構想策定からシステムの導入・開発、

運用支援までとトータルに支援を行ってい

る。 

 

(放射能)研究として選出。 
医療品の開発の支援を行う際に、医薬品

や医療機器の臨床開発を行っている。モ

ニタリングはもちろん、QC､DM/統計解析、

QA、メディカルライティング、安全性検討

委員会業も合わせて業務対応している。 

 

(放射能)研究 
サイトサポート業務として、治験実施前の

体制整備の他、治験事務所・治験審査委

員会(IRB) 設置・運営、治験依頼者の監

査対応から当局の実地調査対応などの業

務を実施している。臨床研究も行っており

GCP 非準拠の臨床研究、市販後調査等

の研究会事務局業務の実施も行ってい

る。 
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グッドマン 

 

ソニー 

 

J ストリーム 

 

医薬品・医療品卸売として選出。 
グッドマンは、主にカテーテルと呼ばれるチ

ューブを介して病気の診断及び治療を行う

医療技術・機器の開発、導入を積極的に

行っている。心臓循環器分野を中心に、脳

外科、消化器、泌尿器などの分野に関わる

診断・治療用医療機器を開発、輸入、製

造、販売することを通じて進歩する医療の

最先端での貢献を目指している。 

 

心のケアとして選出。 
ソニーは音楽事業以外にも様々な製品を

作っている。コンピューターや周辺機器そ

して映像機器・デジタルカメラやビデオカメ

ラといった分野にも貢献しており、グローバ

ルな展開を行っている。 

 

心のケアとして選出。 
J ストリームでは、音楽を届ける以外にも、

ストーリミングや CDN そしてライブといっ

た、主要な動画サーバーをサポートしてい

る。携帯電話向けサービスも行っている。リ

ッチコンテンツや動画の作成もしている。 
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ス・医療機器開発支援サービス・後発医薬

品開発支援サービス・教育支援サービスと

いった事業を行っている。強化ソリューショ

ンとしては、グローバル臨床開発支援サー

ビスそしてデータセンターサービス、オフシ

ョア業務サービスを挙げている。 
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